
Japanese Association for Religious Studies

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Assoolatlon 　for 　Rellglous 　Studles

パ 不 ル「宗教研究』85巻 4 輯 （2012年）

「

伝
統
」

と

「

近

代
」

を

超

え

る

女
性
の

実

践

ジ
ェ

ン

ダ

ー

の

視
座
か

ら
代
表
者
・

司

会
　
小
林
奈

央
子

コ

メ

ン

テ

ー

タ

　
黒

木
　
雅
子

「

良
妻
賢
母
」

の

登

場

　
　

　

ポ
ス

ト
社
会
主
義
の

ロ

シ

ア

正
教
会
の

女
性
像

井
　
上

　
ま

ど

か

　
本
報
告
で

は
、

ソ

連
崩
壊
か

ら
約
二

〇
年
を
経
る

今
凵
の

ロ

シ

ア

連
邦

に

お
い

て、

教
育
・

医
療
・

福
祉
分
野
な
ど

公
共
領
域
で

存
在
感
を

増
す

ロ

シ

ア

正
教
会
の

提
示
す
る

女
性
像
・

家
族
像
に

つ

い

て

分
析
を
行
う

。

お
も
な
分
析
対
象
は
、

ロ

シ

ア

正
教
会
の

女
性
信
徒
を

読
者
対
象
と

し
た

正

教
会
暦
（
『

女
性
の

正

教
会
暦
二

〇
一

〇

年
版
』

（

モ

ス

ク

ワ）
）

に
み

ら
れ
る
ロ

マ

ノ

ブ

王
朝
最

後
の

皇
后
ア

レ

ク

サ
ン

ド
ラ

（
一

八

七

ニ

ー
一

九
一

八
）

の

ノ

ー
ト
お
よ
び
男

性
聖
職
者
た

ち
の

発
言
で

あ
る

。

す
で

に

指
摘
さ
れ
て

い

る

よ

う
に、

女

性
に

と

っ

て

の

宗
教
は
、

家
父
長
制
が
女

性

支
配
の

た

め

に

用
い

る

「

主

人
の

道
具
」

を

意
味

す
る
と

さ
れ
て

き

た
。

今
日

の

ロ

シ

ア

正
教

会
の

提
示
す
る

女
性
像
・

家
族
像
も
ま
た

保

守

的
な
ジ
ェ

ン

ダ
ー

規
範
を

提
供

す
る

よ

う
に

み

え
る

。

た
だ、

分
析
を
通

じ

て

明
ら

か
に

す
る

の

は
、

分
析
対
象
と

す
る

諸

言
説
が
一

枚
岩
の

メ

ッ

セ

ー

ジ
を

発
し

て

い

る

わ

け
で

は

な

く
、

相
互
に

対
立

す
る

こ

と
も
あ
る

メ

ッ

セ

ー

ジ
を

多
声
的
に

響
か

せ

て

お

り、

読
者
に

と
っ

て

款
し

く
も
あ

り、

ま
た

「

伝
統
」

的
で

も
あ
る
女
性

像
・

家
族
像
を

提
示
し
て

い

る

と

い

う
点
で

あ
る

。

　

本
報
告
の

資

料
に

み

ら
れ
る

女
性
像
・

家
族
像
は
、

（

こ

夫
と

妻
の

平

等

性
を
強

調
す
る

ア

レ

ク

サ
ン

ド
ラ

皇

后
の

夫
婦
像
と

、

エ

フ

ェ

ソ

の

信

徒
へ

の

手

紙
（
五

章
二

ニ

ー
二

四

節
）

な
ど

を
引
用
し

て

夫
婦
間
ヒ

エ

ラ

ル

キ
ー

を

強

調
す
る

男
性
聖

職

者
た

ち
の

夫
婦

像、
（
二
）

ジ
ェ

ン

ダ
ー

間
の

不
均
衡
を

感
じ

さ
せ

ぬ

よ

う
な

注
意

深
さ

を
備
え
つ

つ

「

忠

実
さ

（
＜
Φ

遷
o
馨、）
」

に

妻
の

美
徳
を

み
る

ア

レ

ク

サ
ン

ド
ラ

皇

后
と
、

家
庭
内

で

夫
に

従

う
べ

き
「

第
二

位
」

の

立

場
に

あ
る

妻
の

「

従
順

さ
（

Oo
°・一
午

ω

冨
巨
Φ

ご

を

要
求
す
る

男
性
聖
職

者
た

ち
、

（
三
）

両

親
と

子
ど
も

か
ら

な

る

「

完
全
な

る
」

家
族
像
を

提
示
す
る
ア

レ

ク
サ
ン

ド
ラ

皇

后
と
、

両

親
と

子
ど

も
と
の

間
に

ヒ

エ

ラ

ル

キ

ー

を
認
め
つ

つ
、

現
代
ロ

シ

ア

の

多

様
な
家
族
形
態
と

向
き
合
う
男
性
聖
職
者
た
ち
（
例

　
　
母
子

家
庭
で

育

児
に

困
難
さ
を

感
じ

る

信
徒
の

質
問
へ

の

回

答
）

と
い

う
よ

う
に

、

夫
婦

像
・

家
族
像
を

め
ぐ
る

メ

ッ

セ

ー

ジ

は
一

枚

岩
の

も
の

で

は
な
い

。

　
ア

レ

ク

サ
ン

ド
ラ
皇
后
の

描
く

「

良
妻
賢
母
」

像
は

、

ソ

連

時
代
よ

り

ほ

ぼ
一

貰
し
て

離
婚
率
が

高
く、

ソ

連
崩
壊
以

降、

失

業
お

よ
び

再
就
職

困

難
な
女
性
た

ち
が

増
加
す
る

今
日
的
状
況
に

お
い

て

は
、

多
く
の

女
性

た
ち
に

と

っ

て

現
実
的
な
選
択
肢
と

は

い

え
な
い

よ

う
に

み

え
る

。

同
時

に
、

ソ

連
崩
壊
後
の

教
育
改
革
に

よ
っ

て
、

国
家
に

よ

る

包
括
的
人
格
教

育
か
ら
子
ど
も
と
親
の

選
択
の

幅
拡
大
と
い

う
変
化
を

経
た

今
日
に

お
い

て

は
、

育
児
に

か
か
わ
る

親
の

責
任
が

増
し
て

お

り、

子
ど

も
の

非
行
や

道

徳
心
の

低
下
が
女
性
の

社
会
進
出
に

帰
せ
ら

れ

る

傾
向
も
見
い

だ

さ
れ

る
。

こ

う
し
た
状
況
に

お
い

て

は
、

ア

レ

ク

サ

ン

ド

ラ

皇
后
の

夫
婦
像
・

家
族
像
は、

夫
婦
聞
の

平

等
性
に

立

脚
し

つ

つ

も
、

男
性
聖
職
者
た

ち
の
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強
調
す
る

「

従
順
さ

」

や

夫
婦
間
ヒ

エ

ラ

ル

キ
ー

に

回
収
さ

れ
て

し

ま
い

か

ね
な
い

。

つ

ま

り
ア

レ

ク
サ

ン

ド
ラ

皇
后
の

言

説
は
、

平
等
性
と

従
順

性
と

い

う

相
矛

盾
す
る

両
側
面

を

備
え
た

も
の

と

し
て

響
く
こ

と

に

な

る
。

た
だ

他
方
で
、

ア

レ

ク
サ

ン

ド
ラ

皇
后
の

夫
婦
像
・
・

冢
族
像
　
　
平

等
性
を
基

盤
と
し

て

夫
が

外
で

働
き、

妻
が
家
事
全

般
に

責
任
を

も
ち

、

互

い

に

ケ

ア

し
あ
う
夫
婦
・

両
親
と

子
ど

も
の

そ

ろ

っ

た

家
族
　
　
は

ソ

連

時
代
お

よ

び

崩
壊
後
の

今
日
の

ロ

シ

ア

に

お
い

て
、

多
く
の

女
性
が

経

験
し

た
こ

と
の

な

い

も
の

で

あ
り、

新
し
い

像
で

あ
る

と
も
い

え
る

。

さ

ら
に

、

本
報
告
の

資
料
に

見
い

だ

さ
れ
る

「

ア

レ

ク

サ

ン

ド

ラ
・

フ

ヨ

ー

ド
ロ

ヴ
ナ

皇
后
」

は
、

従
来
の

皇
后
像
か
ら、

家
族
を

大
切
に

す
る

正

教

会
の

諸
知
識
に

通
じ

た

皇

后
像
へ

の

転
換
を
示
し

て

お

り、

こ

れ

は

阜

后

を

含
め

た
ニ

コ

ラ

イ

ニ

世
一

家
が
聖
人
と

し
て

列
聖
さ

れ

た

後
に

み

ら
れ

る

傾
向
の
一

端
を

示
し

て

い

る

と
い

え
よ

う
。

　
一

九

九
〇

年
代
に

ロ

シ

ア

国
内
で

盛
ん

に

論
じ

ら
れ
た

「

精

神
の

真

空
」

状

態
や

道
徳
心
の

低
下
を
め

ぐ
る

議
論
は
、

宗
教

文
化
・

世
俗
倫
理

教

育
の

試
験
的
導
入
を
も
た

ら

す
と

同
時
に、

あ
ら
た
な

女
性
像
・

家
族

像
の

模
索
を

も
た
ら

し

た
。

本
報
告
で

扱
っ

た

資
料
は
、

互
い

に

異
な
る

夫

婦
像
・

家
族
像
を

提
示

し
て

お
り、

現
代
の

そ

の

よ

う
な

模
索
状
況
を

反

映
し
て

い

る
。

近

代
医

療
の

な

か

で

上

座

仏
教

を
い

き
る

　

　
　

中
国
タ
イ
族
女
性
の

出
産
か
ら

磯

部

美

　
里

　

出
産
と
は

、

生

物
学
的

行
為
で

あ
る

と
と
も
に

、

家
族

、

社

会
、

国
家

と
い

っ

た

他
者
と
の

関
わ

り
の

中
で

成
立

す
る

文
化
的

事
象
で

あ
る

。

そ

の

た

め
、

宗
教
は
出

産
に

関
わ
る

社
会
規
範
や

知
識
体
系
と
密

接
に

結
び

つ

い

て

い

る
。

こ

れ
ま
で
、

ジ
ェ

ン

ダ

ー

の

視
点
か

ら
、

宗
教
の

男
性
中

心
主

義
的
性
質
が

指
摘
さ

れ

て

き
た

が
、

出

産
に

お

い

て

は

い

か
な
る

状

況
が
み

ら

れ

る

の

だ
ろ

う
か

。

　

本
発
表
で

は
上

記
の

問
い

を

も
と
に
、

中
国
雲

南
省
西
双
版

納
タ

イ

族

自
治
州
に

居
住

す
る
タ

イ

族
を

事
例
と
し

て
、

伝

統
的
な
出
産
の

様
相
お

よ

び
近

代
医
療
的
に

基
づ

く
出

産
方
法
の

普
及
に

よ

る

そ

の

変

化
に
つ

い

て

検
討
す
る

。

そ
の

際
、

産
む

行
為
に

お

い

て

は

「

主

体
」

と

な

り
な
が

ら
、

産
む

方
法
に

お
い

て

は

周
縁
に

置
か

れ
る

女

性
の

「

伝
統
」

と
「

近

代
」

の

は

ざ
ま
に

み
ら
れ

る

実
践
に

注
囗

す
る

。

　
タ

イ
族
は
中
国

国
内
に

約
百
十
五

万

人
を

数
え

、

雲

南
省
を

中
心
に

居

住
す
る

民
族
で

あ
る

。

本
発
表
で

取
り
上

げ
る

西

双
版
納
タ

イ

族
は

、

上

座

仏
教
を

厚
く

信
仰
し

て

き
た

。

男
児
が

十
歳
頃

出
家
し

寺
で

文
字
や

経

典
、

教
養
を

学
ん

だ

後
二

十
歳

頃
に

還

俗
す
る

の

に

対
し

、

女

児
は
出

家

で

き
な
い

。

そ
の

た
め

、

男
性
は

知
識

保
有
者
と
し

て

村
の

役
職
や

儀
礼

時
の

重

要
な

役
割
を

担
っ

て

い

る
。

　
タ

イ
族
の

伝
統

的
な
出

産
方
法
に

つ

い

て

い

え
ば

、

自
宅
出

産
で

は

夫

や

両
親
と

い

っ

た

家
族
や

親
戚
が
立
ち

会
う
な
か

出
産
を

行
っ

て

き
た

。
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